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イベント

こちら　消防
１１９

こちら　消防
１１９

こころ女 男
ひと ひと

と の ２１世紀

緊急時には１１９番
　消防本部　（☎ 83-0119）

「秋季火災予防運動」
11月９日㈬～11月15日㈫

男女共同参画に向けた意識づけ

【問い合せ先】消防本部予防課（☎83-3556）

◇とき　11月18日㈮　10：00～15：00
◇ところ　高千帆福祉会館
◇内容　療育手帳に関する相談，保
健相談等

◇持参するもの　療育手帳，身体障
害者手帳，障害基礎年金証書等

◇申込期限　11月11日㈮
◇問い合せ・申込先
　高齢障害課（☎ 82-1170）

山 口 県 知 的 障 害 者
更生相談所巡回相談

第 33 回教育県民大会
山陽小野田市小野田大会

　「子どもの夢をはぐくむ地域活動」
をテーマに，実践活動の発表等を通
じて教育問題を考える大会です。
◇とき　11月５日㈯　13：00～
◇ところ　市民館文化ホール
◇内容　みすゞ賞の童謡入選者表
彰と朗読，実践発表（地域創作
芸能・龍王伝説の上演等）
◇問い合せ先
　学校教育課（☎ 82-1201）

　「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」という言葉を聞いたこと
がありますか？まだ，あまり知られていないなじみの薄い言葉かもしれません
が，「女らしさや男らしさのイメージ」，「女・男という性別」で役割を固定化
する慣習を表す言葉です。
　振り返ってみると，私たちは毎日の暮らしの中で気づかないうちに生き方や
行動を「ジェンダー」によって決められたり，また自分の中でも思い込んでい
たりすることが多いのです。例えば「介護は気がきく女性が適当だ」，「男性が
育児休業なんてみっともない」，「子育ては母性本能がある女性の仕事」といっ
た言葉を聞いて，どこか変だと感じたり考えたりすることはありませんか？い
つの間にか見過ごしていることも見直してみる，そうした「ジェンダーに敏感
な視点」が大切ではないでしょうか。
　家族形態やライフスタイルも大きく変化しています。男性・女性それぞれに
備わっている良さに加えて，その特性にとらわれすぎることなく，お互いの生
き方を尊重し，男女が共同して仕事・学校・地域・家庭に参画していく時代です。
　まずは心の中の「当たり前と思っていること」を “ジェンダーチェック” し
てみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　（市民活動推進課）

　「第９回やまぐち県民文化祭」 の
イベントの一つとして開催されま
す。ピアノの調べに乗せた美しい
コーラスを，ぜひご鑑賞ください。
◇とき　10月16日㈰　９：30～16：00
◇ところ　市民館
◇問い合せ先　母のコーラスフェ
スティバル事務局（☎ 83-1726）

第 38 回 山 口 県 母 の
コーラスフェスティバル

警察署からのお知らせ
　けん銃は，形見や遺品であって
も，所持することはできません。
また，古式銃でも弾を発射できる
ものは所持できません。
　ご自宅の蔵や倉庫から遺品けん
銃が盗まれて犯罪に使用されると
危険ですので，一度点検してみて
ください。
◇問い合せ先
　厚狭警察署（☎ 72-0110）
　小野田警察署（☎ 84-0110）

～あなたです　火のあるくらしの　見はり役～
　11月９日㈬～11月15日㈫に，「秋季火災予防運動」が全国的に行われます。
近年，住宅火災による死者が増加し，２年連続で1,000 人を超える尊い命が
失われています。特に，お年寄りや身体に障害のある人などが高い割合を占め
ています。
　これから冬に向かって火を取り扱うことが多くなります。十分注意し，火災
をなくしましょう。

３つの習慣

▲

寝タバコは絶対やめる▲

ストーブは，燃えやすい
ものから離れた位置で
使用する▲
ガスコンロなどのそばを
離れるときは，必ず火
を消す

４つの対策

▲

逃げ遅れを防ぐために，住宅用火災警
報器を設置する▲

寝具や衣類からの火災を防ぐために，
防炎製品を使用する▲

火災を小さいうちに消すために，住宅
用消火器等を設置する▲

お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに，隣近所の協力体制を作る

10月10日（祝・月）は市議会議員選挙です ■投票時間　午前 7時～午後 8時　：市内 31投票所
■開　票　　午後 9時 30分から：市民館体育ホール問選挙管理委員会事務局（☎ 82-1183）

住宅防火─命を守る７つのポイント　

▲ ▲ ▲

キーワードは「ジェンダーに敏感な視点」を持つこと


